
令和６年度 指定管理者　評価報告書

１　施設の概要

２　指定管理者制度の導入状況

～

３　職員の配置

４　施設利用者の推移

５　業務計画における達成状況

６　モニタリングによる意見及び苦情等の把握と対応状況

①

②

③

①

②

③

７　地域との交流・連携の取り組み

８　指定管理者からの提案方策の実施状況

９　自主事業の実施状況

制度の当初導入

評価年度の属する指定期間

利用料金制

実施内容 実績及び評価

・毎月月曜日チャレンジデー
・コミュニティースポーツクラブ

10年以上の継続事業であり、地域スポーツ振興等に寄与
している。

取り組み 実績及び評価

取り組み 実績及び評価

特に無し

自主事業の講師は市内の方に依頼しており、地
域交流が図られている。

様々なジャンルのイベントを企画し、多様な講師と参加者
の交流が行われている。

6

-7.3%

バスケットゴールの点検の結果、危険な状態であるため使用不可

となり、目標には届かなかった。

実施目標

手段

件数 1 　件意見箱等

アンケート方式

その他の方式

　件

手段

要望・意見・苦情 対応

指定管理者に
対する意見

№

施設所在地 飛騨市古川町沼町233-1

設置目的 スポーツ及びレクリエーションの振興を図り、市民等の健康増進、心身の健全な発達に寄与する。

02 評価区分 Ⅰ　文化交流施設、スポーツ施設、環境衛生施設、福祉施設

指定管理者

施設名

地域名 古川町

スポーツ振興課所管課飛騨市古川トレーニングセンター

ひだチャレンジクラブ

施設の概要 ロビー、体育館、ミーティングルーム、乳幼児室、事務室、多目的室、倉庫

配置人員
常勤 1

非常勤

利用者等からの意見と対応

平成18年4月 募集の方法 公募

件数

達成状況

35.5% -13.7%

30,300人

有り

令和6年度 令和8年度 （　3年間　）

市に
対する意見

ソフトテニスの支柱下のゴムパッキンがとれる ガムテープ等で固定している

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

21,799利用者数　　　　　　(人)

前年度増減比　　　(％)

29,534 25,489 23,626



10　人材育成の状況

11　収支に関する状況（経費の縮減） （単位:千円）

※指定管理料が０円の施設の自主事業収支は、指定管理業務収支に含まれるものとする。

12　収入確保に対する取組

13　経費削減に対する取組

備考

運営費事務費

設備保全費

光熱水道費

174 172 175

9,749

0

176

備品消耗品 93 64 56

実績及び評価

修繕対応できる範囲で管理人自ら修繕し、経費節減に努
めている。

軽微な修繕等は職員対応

固定客による収入確保ができている。
自主事業の会員確保やスポット利用者への利
用促進

取り組み

全体収支 △ 176 △ 162 △ 496 △ 119

443

△ 790

自主事業収支

190 190 190 190

47

その他管理費

清掃費 190 0

実施内容 実績及び評価

459 484

203 92 177 671

その他

△ 254 △ 673

72 72

22

指定管理業務収支 △ 379

149

0

7,064 7,780 8,124 8,959

7,114

802 1,427 1,562 1,644

193

1,364 1,336 1,236

7,443 8,034 8,797

人件費 5,382 5,589 6,268

収入

54 335 707

0

修繕費

149

売上原価 0 0 0

109 0 15

支出

354

その他

利用料金 929

実施内容 対象・回数など

・スポーツ協会主催の講習会
・総合型地域スポーツクラブ飛騨地区連携会議

常勤職員等を対象に左記の講習（いずれも年1回）を受講
している。

7,530

純売上高 0 0 0

6,081

0

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 主な内容

指定管理料 6,081 6,081



14　指定管理者の評価

指定管理者制度運営委員会での審査を経て決定された最終評価

施設の効用の発揮(20) ｂ (15)
ＳＮＳやチラシ配布による情報発信により、自主事業等で多くの市民が施設利用
をしている。

大項目 評価 評価に対する内容

平等利用の確保(20) ｂ (15)
予約システムの運用にあたり、利用団体が公平となるよう都度調整を行っており、
平等利用に努めている。

ｂ

ｂ

前年

総合評価 Ｂ＋ (80)
適正な施設管理、利用者の公平性の確保、積極的な自主事業による利用者増加
や施設の有効活用に努めている。

ｂ (15)
定期巡回等により危険個所を把握し、軽微なものは管理者にて対応し、困難な案
件については市に協議をしている。

経費の縮減(20) ｂ (15)
人件費等の管理費用が増加傾向にある中、簡単な修繕等は職員が対応し、経費
節減に努めている。

Ｂ＋

ａ

ｂ

ｂ

自主事業等及び各課
で定める項目等(20) ａ (20)

積極的に自主事業を実施し、市内の子供達の心身の成長に繋がっている。また、
幅広い世代におけるスポーツ交流の場が提供されており地域活性にも寄与して
いる。

安定した管理能力(20)


